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外国語科

書くカを育成する段階的指導の研究

一
「英文日記」を書くまでのプロセスを通して一

小廣川和恵

1　はじめに 2　研究方法

　学習指導要領外国語編1）には，　「書くこと」に

関する目標として次のようにある。

英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を

用いて自分の考えなどを書くことができるよ

うにする。

この目標を踏まえ，　「書くこと」の指導事項（オ）

では，次のことが示されている。

自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝

わるように，文と文のっながりなどに注意して

文章を書くこと。

以上のことから，英語で書く力を育成するために

は，まず授業において生徒が自分の考えを表現し

たくなるような言語活動を設定することが大切で

あると考える。また，毎時間の授業で書く活動を

設定し，書くことに慣れ親しませることが必要で

ある。さらに，読み手意識を持たせたり，文と文

のっながりを考えさせたりする指導方法の工夫が

求められている。

　本研究では，中学1年生が「英文日記」を書く

までの段階的指導にっいて考察する。生徒は初歩

的な英語を用いて日記を書く。内容は日常の記録

から特別な日の出来事まで，生徒の生活に密着し

ている。体験した出来事と感想（自分の考えや気

持ち）を書く。日記を書くことが生徒の習慣とな

れば，書くことに慣れ親しむことができる。この

ように，日記を書くことは，書く力の基本となる

言語活動であると考える。そこで「英文日記」を

書くまでのプロセスを分析し，事前にどの段階で

どんなカを身につけておくと日記を書く際に効果

的であるか，実践を振り返って考察したい。

（D対象生徒

広島大学附属三原中学校7（中学1）年生

（2）調査時期

平成25年2月

（3）事前準備と段階的指導

　「日記」を書く単元に向けて次のことを行った。

・ 書く力に関する事前調査と課題への手立て

・ モデル文の分析と事前の指導

・ be動詞（過去形）と感想の述べ方の指導

・コミュニケーション活動と書く活動の習慣

化

（4）「日記」の授業実践について

　事前の取り組みを活かし，　「日記」の授業実践

を行った中から，特に学習過程で工夫したことを

挙げる。

3　事前準備と段階的指導

（1）書く力に関する事前調査と課題への手立て

　事前に生徒の「書く力」がどの程度かを把握し，

課題に対する手立てを考えた。「休日の過ごし方」

について，辞書を使って20分程度でどのくらいの

内容と量を書くことができるかをテストした（図

1）。普通の休日の過ごし方と，単元の最後に日

記として書く特別な日の出来事を比較することも

できると考えた。

　生徒は辞書を使ってたくさんの量を書こうとし

ていたが，主語の“1”ばかりが並んでいたり，思

い付いた順に文を書いていたりしたものが多かっ

た。また，書いた量が少なかった生徒もいた。
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英語　7年生　ライティングテスト

あなたは休日にどのようなことをして遍こしますか。朝起きてから夜寝るまでのことを

つながりを考えて、書きましょう。辞曾を使ってもかまいません。

キーワード：alway810fbeD／u8uany　180metime8など・・　頻度を表す副詞

　　　　　　　　ana／but／80・・‘などの接続詞

・　　　　　　with入　　　～と一緒に

1・sudlyヨ・七・p・・・・…．・・S・t・αd・ア・．

エ・twqys　s土ud　w齢wb・・走おeヒ輪幽翰1・e亡。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一「　＿1＿－
e［eve匹0℃｛ock．

工　　so掴e’しレn　e　S　　relαd　　α　　boo　k　　2h　七he　γγ10トハ｝ng．

工面・y・ie齢E・g麟．　S。1脈e・・d，。d。殴、dl，，

oい　　Sotuαdα　s　αfモerのOo　rしノ　　but　　　工’レい　憤o《　　good　ot

sdehce．

工・ヂ℃eいwαtch　TVαt　se．⑳；h＋heα慢脚卯．

工　　usuaいy　eαし　　d、r憎e卜　　6しt　　ei3いt

エ3・鵬・七㈹・3tdk轍h納　侮m；iy醗・・d柚・・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～～

エ　d・剛h・配w・・k・・…1…｛1γ．　　　　一一

工　　　u5Uα1［y　　gO　七〇　bed　　αt　eieveh　・七hir毛γ　．

図1　事前のライティングテスト

　事前調査の課題から，次のような手立てで言語

活動を行うことにした。

・主語に“1”ばかり用いている⇒自分だけ

でなく家族や友達を主語にした文を書く。

継続的な活動として，ペアで会話した後，

主語を三人称にして報告する文を書く。

・ 思い付いた順に文を書いている⇒文と文の

意味上のつながりを考えるために，複数の

文の並べかえ問題を行うことにより，つな

がりを考’える。

・ 書いた量が少ない⇒毎時間書く時間を設定

し，書くことに慣れさせる。

（2）モデル文の分析と事前の指導

　教科書のモデル文では，第一文に“went”を用

い，どこかへ行った時のことを書いている。続い

て外出先での出来事を詳しく述べている。例えば，

買い物をしたことや食べたものを“got”や“ate”

を用いて表し，話題を広げている。そして最後に

感想を加えて締めくくっている。

　モデル文の構成と内容を参考に，日記を書く単

元に向けて次のことを事前指導することにした。

・「休日の外出」　「食事」　「買い物」など，

日記に書くことが予測される話題でのコ

ミュニケーション活動を帯活動で行う。

・ 感想を述べる表現を紹介し，出来事につけ

加えて述べる練習をする。

　次に教科書単元の系統性にっいて考察した。

Sunshine　English　Courseでは，中1の後半と中

2の前半に日記を書く単元がある。中1と中2の

それぞれのモデル文を比較することで，現段階で

定着させておくべき文章レベルを把握した。

話題→出来事→感想
【中1教科書のモデル文】

I　went　to　Osaka　with　my　brother　by　train．

The　　train　　started　　from　　Shin－Yokohama

station　at　six　fifteen　in　the　morning．　We

arrived　at　our　grandparents’　　house　at　ten

thirty．　My　grandparents　99：tL　takoyaki　for

us．　I　ate　ten！110ve　takoyaki．（6文）

（Sunshine　1）

【中2教科書のモデル文】

　　My　father　and　I　went　cycling　during
” Golden　Week．”　We　went　to　Nikko　and　we　saw

the　Kegon　Falls．　　We　旦墜　many　foreign

tourists　there．　　They　llCe1rZg　taking

pictures．　　It　was　a　long　trip，　so　I　was

very　tired．　　But　the　air　was　fresh　and　I

腿Σ　hapPy．　　It　16Cli1S　an　exciting　trip．

（7文／単文で数えると10文）（Sunshine　2）

　比較により，日記を書く際の文法的な指導事項

を次のようにまとめた。

【中1・中2のモデル文から】

・ 主語を変え，多様な視点から文を書く。

・“with”や“from”など前置詞を効果的に

使うことによって情報を具体的に伝える。

【中2のモデル文から】

・“and”“but”“so”などの接続詞を使っ

て文と文のつながりを表す。

・ be動詞の過去形と形容詞を使って，その出

来事の様子や自分の気持ちを述べる。

　中1のモデル文では接続詞やbe動詞の過去形

を用いていないが，段階的に指導することで負担

少なく表現の幅を広げることができると考える。

言語活動の中で文法指導ができるように，意図的

にモデル会話に文法事項の要素を含めたり，生徒

が書いた英文で特徴的なものを紹介したりしなが

ら基本事項を確認した。
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次に，予想される生徒の英文を考えた。

【予測される生徒の英文】

申明市の祭りに行ったことについて

　　Iwent　to　Shiηmeゴichi　with　my　friend　on

February　8．　I　got　t∂iyaki　at　a　street

stall．　My　friend　got　takoyaki．　We　ate　them

together．　Then　we　met　some　other　friends

there．　We　talked　a　lot．　I　had　a　very　good

time．　（6文）

活動の試合について

　　I　joined　a　table　tennis　club　from　nine

to　twelve　last　Saturday．　I　played　table

tennis　with　my　friends．　We　practiced　very

hard．　I　didn’　t　win　the　game　but　I　really

enjoyed　it．　I　had　a　lot　of　fun．　（6文）

（3）be動詞（過去形）と感想の述べ方の指導

　be動詞の過去形は中2で学習することになっ

ているが，現在形を過去形に置き換えることは容

易であり，知識として与えた。過去の天気や出来

事の感想を述べる際に，be動詞の過去形を使って

書くと便利である。そこで，授業始めに天気を聞

く際，　“How　was　the　weather　yesterday？”　とた

ずね，生徒に“ltwas～”で答えさせるようにし，

板書して定着を図った。また“Iwas　happy／sad．”

や“lt　was　fun／interesting／easy／hard．”など

の感想を述べる表現リストを与えて活用させた。

（4）コミュニケーション活動と書く活動の習慣化

　上記のことを踏まえ，　「日記」を書くという最

終ゴールに向けて，それまでの授業でどのような

コミュニケーション活動が可能で，事前に何を書

いておくと効果的かを考え，指導計画（表1）を

たてて段階的に指導した。

～ 好きなタレントやスポーツ選手
と理由をたずね，それに答えられ

るようにする。

11－1 不規則動 普段よく食べる朝食と，今朝食べ

詞の過去 た朝食を友達に伝え，How　about
形 yOU？を使って相手に尋ねる。

11－2 過去形の 先週行った場所について，友達と

疑問文 会話する。

11－3 休日にしたことにっいて，感想を

加えて話す。

　　「日記」を書くことを意識し，自分のことだけ

でなく，身近な人のことも書くことができるよう

に，ペアで会話をした後，話した内容について書

いて報告する活動を毎時間行った（図2～4）。

表1　指導計画

単元 学習する
文法事項

「日記」を書くことを目指したコ

ミュニケーション活動

10－1 規則動詞
の過去形

冬休みにしたことを話し，How
about　you？を使って相手に尋ね
る。

10－2 過去形の
疑問文

昨夜したことを話し，相手も同じ

ことをしたかどうかを尋ねる。

10－3 Why？

Because

好きな季節とその理由をたずね，

それに答えられるようにする。

Program　10－1冬休みにしたことを言おう．

例A：1遡工盈d　た昭鰭伽σ5hri

　　　I2幽for　hOPPI“C55．＜畢遭セ幽．＞
　B江ε幽h。me　wi†h　my　f・milyαhd　rcl㏄i鴨5，〈私は轍と寡＿．＞

　　　1幽輿駒舶〃加好on　TV・

〈榊社
翼諾乙細，謡　く私はテレビで「紅臼」を忍猛．〉

①次の表現も使ってみよう．。

1　”　　　m　　rαnd　　r℃n？5欄hou5ε． 麺父雌の霞を訪れました．

I　　　　　　m　　　rαndmo†hcr　wi†h　h¢r　cookin　． 笹①の科環を孚伝いました．

I　　　　wl†h　m　rclα†IV¢50b†． 鱗戚とたくさん詣しました．

I　　　　　　oord　qmcs　wi†h　m　　cδ孟ぎ1孟き． いとことカードゲームをしました。

Irε011　　’　　　rh　w納↑er　voco†iOh． 本肖に冬休みを楽しみました。

：【　　　’　　En　Iish　ve　　hαrd．取yを1にかえて8d 英緬を一生瓢動勉強し塞した．

②冬休みにしたことを2文選び、自分のことにアレンジして対話しましょう．ジャン

　　ケンで勝った方から質問します。“H㎝obo瞬youブと貫って聞き返しましょう．
　　　㎞lly，！15銘．ノ餓o，†oo．などの相づちの君葉を加えましょう。

③会話したことをもとに．自分のことと友達のことを書きましょう。寮代名詞に注意

1幽伽〃〃刎〃ロ↑㎝plc．
蕪瀞審鰍副一卿聯潮墨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

自

2こと工姻k凶蝋h剛痴百噂．。1。†．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一，，■一■置幽置一

工～璽“yeりSOソとd　

W　wlhrek　Vα（ati。n
適のこと k。。†蝦懸・d…dg喫・　　聴w亜．登一c。ばh∫．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一感監、爬。1’ε伽ρd庸鋤伽vα、。＋軌．

友遭のこと 9‘．。　【娩6⑳司　蜥φw、ヤh駈
（oMgtηs．

s’t“dled　E繍～ら　Ve

図2「冬休みにしたこと」のワークシート

Program　10－3好きな季節とその理由をたずね、それに答えられるよ妻にしよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ

　　【会話例】

Ken　l　Which　seoson　do　you　Ilke7
．。＿。㈹です。〉螺職

Mike・lllke圃．　　　　・ ＜夏が妊きです．＞　　　　　　　　　　　　　　　　　oo

Ken；Why　do　you　llke　umme　2 〈なぜ夏が好きですか；〉

餓ik¢；Becαus　I　cαn　Swlm　in†he　s 。〈なぜなら海で泳ぐことがで看るからです．〉

ρ、．①季節の特徴を書きましょう。

【8pr血9】 【8u職mer】！’

IcOh　58c　bεoロ†iful　flow¢r5． 1†is　ho†、
1ず御無蜘幽・流　　　　　　，　　　　　　　　　　　◎ωe　ヲ ①・3・砂畝・あ・

w　αれ5w｝鯉．
【fa11ユ1　　　　　　　辱 【winter】’

Fo陣is　o　bとou守iful　5eo50瞬． 1髄k巳5now．
　　　　，Z怜幻・ナあ。†．

　c嫡　　　　　　　　o診な，

映cn瞬skl．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

②例にな　って、　きな季節を決めて会話しましょう。

ジャンケンで勝った方から質問します。

How　about　you？　と首って聞き返しましょう。

r、③会話したことをもとに、 自分のことと友達のことを書きましょう。

【報告】⇒ 餓ik巳hke£5ummer　becOUSc　h二cαn　swim　ih†h己5cα．

分のと　工1准s幽
らeco断el†＆皿　1晶o卿。η拓．　　　　　　　　　幽

雪

le3蘭　　eouse工 coηsee屍αα†ゼ佃♀lo．，，3
友のこと鮎・…　5 SUM舵r　becαuses
。しecらα　　e mα“　　WOL†eヒ　eO　S。

図3　「好きな季節とその理由」のワークシート
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Pmgram　U－1誓段よく食べる朝食と、今朝食べた朝食を友達に伝えよう．。

・謄

Iu釦α1「y幽・ice　　　　　　　　　　　　　ond　miSo　sou　　for　br・eokfαSf．

8U†　　↑h　is　　morni㎎，　　1　　園　　　　0α訂r　　　　　　　　　　ur†　　αad　　mi　「

〈僕はふつう朝食にご飯とみそ汁を籔。〉

くでも今靭はトーストと牛乳でした．〉　　　　　　　　　　　　　一

①朝食のメニューを考え、追加して番ぎましょう。

rice †◎◎S† Juice 　「

hcc
eg95 breGd coffee 　，

掬‘50　　0α
na††o Sondw｝ch 順ilk

’

fish Sdod †eo

raiso　Sb“v yogur† omnge　3uice lteem　7e久

②例にならって、口の中に自分の朝食のメニューをあてはめ、

　　ジャンケンで勝った方から雷います．

　　How　about　you？　と言って聞き返しましょう。

③会脂したことをもとに、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会話しましょう。

自分の．ことと友達のことを轡きましょう。

【報告】⇒　工usuolly幽icc　ond揃iso　sou　f。r　brcokfo5†．

　　　　　　　　　Bu††トis　m。ml㎎，エh廻

　　　　　　　　旗

　　　　　　　　　Bu†　　†h　is　　morhi㎎　，血　　皿

　　　　　　　　　　　　　oos†ond　m置‘．

usudly憾［＝＝コf・・b．。αkf。。t・h。。に注意

靱治een
鰐ユ恩撃嶽蜘逝側嘩』壷・£QiC　＼）埜「k£嚇＿r，lhadt。a。t．a

B堅稀sm。hnl 一一一■一一

　　　　　9
鼻の三三M幽　　I
　　　　　　r

ヒee臼
　　　　　牟幽“　・（　，”o℃ら・　々工蝶盟1

盤建醤⊥盟二⊥　oη　◇R｛nvηe｛

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　磐血A｝ケ♂n典

図4「普段と今朝の朝食」のワークシート

　主語を三人称にして報告する文を書いた際，代

名詞の間違えが多くあった。日本語では名前を繰

り返すが，英語では代名詞に置き換えなければな

らない。また，所有格の代名詞は日本語では言わ

なくても通じる場合があるが，英語では常に必要

である。そこで，第三者のことを繰り返し書くこ

とによって代名詞の使用に慣れ，日記を書く際に

適切に使用できるようにしたいと考えた。

　以上のような段階的指導を行った後，　「日記」

を書く単元に入った。

4　「日記」の授業実践

（1）単元名

　　Sunshine　English　Coursel

　　rpOWER－UP　Writing　2　日記①」

（2）単元の目標

・ 間違うことを恐れず積極的に書いている。

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）

・ 過去のある話題について，具体的に体験した

出来事を書き，最後に感想を加えてまとまり

のある文章を書くことができる。

（外国語表現の能力）

（3）単元計画

（4）学習過程で工夫したこと

①まとまりの良い文やつまずきやすい文の確認

　　⇒これまでの言語活動で生徒が書いた文を取

　　り上げ，スライドで視覚的に示し，全体で共

　　有させた。

【まとまりの良い文の例（生徒作品）】

I　usually　have　rice，　fish　and　miso　soup　for

breakfast．　But　this　morning，　I　didn’　t　have

breakfast　because　I　was　very　（　busy　）．

＊（）内に入る形容詞を考えさせた。

【つまずきやすい文の例（生徒作品）】

I　went　to　Sろinmθiichi　with　friend．

I　had　ta　iyaki．　　　It　is　hot．

＊訂正箇所を考えさせた。

・「私の」という代名詞“my”を入れる
・ be動詞を過去形“was”　にする

②モデル文のキーワードを抜き出し，逆にマッ

　ピングを書いていく活動（図5）⇒5WlH（い
　つ／どこで／だれが（だれと）／何を／どのよう

　に／なぜ）という基本情報と感想を書くことを

　意識するために，どのようなタイプのキー

　ワードが必要かを把握させた。

図5　モデル文のキーワードを整理

③順序よくまとまりのある文章を考える（図6）

　⇒文と文を並べかえることによって，つなが

　りのある文章を実感させた。
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図6　文を並べ替え，つながりを考える

　以上のような学習過程を経て文章構成の分析を

行った後，生徒はマッピングを行い，日記を書い
た。

writing　2　日記Part3

醜’「ある日の自分の日記」について，マッピングをしましょう。

ピン　’いつノ　こ　ノ　　s　°　　ノ　　’　の　’，1　ぜノ　，

Whting　2　日記Part3
團　「ある日の自分の日記」iこついて，マッピングをしましょう。

えるピン　：いつ／’こ　1’れが（だれと）1P　”の　’に1　tぜ1　，

唖ヨマッピングをもとに，日記を書きましょう。

瞳マッピングをもとに，日記を書きましょう．

晶願砺il　onηew 4d．

Satg　rdq　，　Fe　bhia，一　／6，～Uhh

／iA　　客iehQs　eqρ　　。　m　　ム。晩．

工wrt’　T。

｛ 、 　・i

e

図7　日記の生徒作品①

　生徒作品①（図7）は“went”を使って香川県

に行ったと述べた後，“visited”を使って具体的

に金比羅山を訪れたことを述べている。また，出

発時間と到着時間から移動時間がわかり，遠くま

で行ったことが理解できる。そして，訪れた場所

での出来事について，過去形を用いてわかりやす

く述べ，つながりよく書いている。

　生徒作品②（図8）は，主語に工夫がある。第

一文の主語を“My　friends”とし，自分がどこか

へ行ったことではなく，友達が遊びに来たことを

書いている。そして，飼い犬のことを紹介し，友

達に吠えた様子を述べている。主語を変えたこと

により，情景描写ができていた。

一　LqVe　a　日。．　工∫　nαha、e　Is　M　enr。り．

。瀬＆　αヤ桝y£，Ceh＆。．

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロ　　　　　　　コ　　　じ　ヘ　
コ

e　t・・d　・・e∫．We　ld・ぞa　shosiち。工　。ハ，

、Ne†レ，m、　扁　09。。9す砺e．

図8　日記の生徒作品②

Wr　iting　2　　日記Part3

曝　「ある日の自分の日配」について，マッピングをしましょう。

曖

ftえるヒント：いっ1どこヲだれが（だれと）1・を1’の　’に1　tぜ1感、・、

唖ヨマッピングをもとに，日記を書きましょう。

工呪ハ　†o　T。レσ　ルiτ　　th　　。．Pn；　ギo　k　　ひ　On

†h，揺プdq　エ，卿†h“5k　T．ee”し。7エd、d，‘

†G　；†、工　mis　e　　e　。hqnce　On†e～eく・りd

dq W¢り↑　†O　m　　　いhこ【，　　v覧！　己d； qn　　qナthe

e品・　　rce　†・。め　　ew¢．e　veヒ　hq　　，0り

ヤkeイ偏rddm　αねdoハ十ら　亭ou卜砧己硫 hq　ギ　q

Tσ　o　Dlghe　’｛an Vl．、、，、9　a　reqX、1　．sahr

Gαh画mい，　　t wqう　’レter e。vl　王e

T。、レぞ
UC　t

図9　日記の生徒作品③

　生徒作品③（図9）は，東京へ行ったときのこ

とを詳しく書いている。4日間の出来事を“but”

や“and”などの接続詞を使いながら時間の流れに

沿ってつながりよく書いている。

　それぞれの生徒の日記に個性があり，工夫が見

られた。また，楽しかった様子が伝わってきた。
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5　成果と課題

成果として，次のことが挙げられる。

・ 最終ゴールである「日記」を書く活動に向け

て，生徒が書くと予測される目常の話題で段

階的に言語活動を行うことができた。

・ 日記のモデル文を事前に分析したことによ

　り，目指す英文の特徴と指導が明確となり，

生徒にまとまりのある文章とはどのような

ものかを考えさせることができた。

・「日記」を書くことを通して，まとまりのあ

る英文の文章構成を生徒に考えさせること

ができた。

今後の取り組み課題を次のように考える。

・ 生徒同士で作品を読み合い，感想やアドバイ

スを伝え，学び合わせる。

・「目記」の単元と他の単元の関連から，書く

ことに関する系統性を考察し，書く活動を継

続して設定する。

・「書くこと」の技能と他の3技能を効果的に

統合させる。

　1分間チャット＆スピーチ・ミニディベート

　28」，2008，明治図書．

3）　大井恭子編，田畑光義・松井孝志：「パラグ

　ラフ・ライティング指導入門　中高での効果的

　なライティング指導のために」，2008，

　大修館書店．

4）松尾砂織・小廣川和恵・安松洋佳・樫葉みつ

　子・柳瀬陽介・松宮奈賀子：「新学習指導要領

　の下での授業実践一小中連携を意識した学習指

　導にっいて（1）－j，広島大学学部・附属

　学校共同研究機構研究紀要，第41号，

　pp．219－228，　2012．

5）松尾砂織・小廣川和恵・デミール千代・渕山

　真悟：「平成25年度幼小中一貫教育研究会外国

　語部会研究構想」，2013．

6　おわりに

　目標に沿った段階的指導について，どの段階で

どんな力を身につけておくと効果的であるかを考

察し，　「書く」活動をスモールステップで設定し

たことで，生徒は「まとまりのある文章で日記を

書く」という目標の達成に向けてステップアップ

しながら学習を進めることができた。今後も，書

くことが楽しいと思えるようなテーマを与え，言

語活動を充実させていきたい。そして，書いた文

章を共有することで学びが深まるような協同学習

について研究し，指導方法の工夫改善をしていき

たい。
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